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２月号

副校長セクウェーラ・ナビーン・ジョセフ神父
立春の喜び・自然の恵みと共に !!

　
今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
二
か
月
と
な
り
、
進

級
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
日
々
使
用
し
て

い
る
教
室
や
机
、
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
、
学
校
に
あ
る
み

ん
な
で
使
う
も
の
を
大
切
に
し
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
だ
け
で
二
十
一
件
の
破
損
の
報
告
が
き
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
教
室
で
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
こ
と

に
よ
る
破
損
な
ど
、
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
壊
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
こ
と
や
、
雑
に
扱
っ
た
が
た
め
に
破
損

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
二
〇
一
五
年
二
月
に
新
校

舎
へ
移
り
十
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今
後
も
た
く
さ

ん
の
児
童
が
こ
の
校
舎
で
過
ご
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

学
習
す
る
未
来
の
子
ど
も
達
の
大
切
な
学
び
舎
で
す
。

机
や
イ
ス
、
ロ
ッ
カ
ー
や
黒
板
な
ど
も
こ
れ
か
ら
引

き
継
い
で
い
く
、
み
ん
な
の
大
切
な
道
具
た
ち
で
す
。

当
時
の
児
童
や
保
護
者
の
方
々
、
先
生
方
の
想
い
の

こ
も
っ
た “

も
の” 

は
簡
単
に
購
入
し
直
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
の
も
の
を
大
切
に

使
い
、
未
来
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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　新しい年 2025 年を迎えたかと思う間もなく、早くも 2月です。「鬼は外、福は内」の元気な声が聞こえる季節
を迎えました。ご存知のように「立春」を迎える２月３日を前に「春夏秋冬」の１年の中では、寒さ厳しい暗
いイメージの冬を鬼に見立て、温かで明るい春を幸せに迎える２月２日の「節分」の行事が「鬼は外、福は内」
の豆まきですね。
　「立春」を迎えても、まだまだ寒いですが、暦の上では春です。春といえば、皆さんはまず春の花をイメージす
るのではないでしょうか。本土より一足早い沖縄の春といえば、季節を彩る花「緋寒桜」ですね。寒さが続く中
でも、すでにあちらこちらで桜の花が咲き始め、本島北部の本部や名護では賑やかに「桜祭り」が開催され、多
くの方々が美しい桜を見に訪れ、春の花の幸せを満喫します。また、この季節には子どもたちも大好きなチュー
リップも、鮮やかな色彩で目を楽しませてくれます。
　これらの花々が織りなす景色は、私たちの心を癒し、希望を与えてくれるものです。日本には「花鳥風月」と
いう言葉があり、自然の美しさやその移り変わりを愛でる心を表しています。単に美しさを楽しむだけではなく、
自然の中に隠された神秘を感じ、花が持つ自然のリズムも隠されています。
　朝の散歩や家族での外出を通じて、お子様と一緒に花を見つけたり、その成長を観察したりする時間の中で、
このリズムに耳を傾け、自然と共に生きる知恵はまた、かけがえのない思い出となります。沖縄の自然を観察す
る中で、「自然の不思議さ」を伝えることもできます。お子様が自然の中で好奇心を育み、新しい発見をすること
は、学びの大きな一歩となることでしょう。自然を通じて感じる喜びや感動、学びはお子様の成長の糧となり、
神の創造の素晴らしさを感じる機会となることでしょう。
　学校の勉強でも自然を活かす機会が多々あります。例えば観察を通じて植物の成長過程を学んだり、チューリッ
プの色の違いを研究したり、理科や図画工作の授業とつながりを持ち、小さな疑問や発見、不思議を追い求め、
学びをより実感のあるものへと深めます。
　立春を迎え、学年度末の 3月を控えた今、次の挑戦に向けてこの一年を振り返り、次への新しいステップに向
けた準備をする良い時とも言えます。「学びは一生の宝」という言葉もありますが、子どもたち自身の成長を実感
し、この一年の頑張りや達成を振り返り、子どもたちが考えた目標を応援することは言うまでもなく、親や教師
の大切な役目です。「あなたが求めるなら、与えられる」というイエス様の言葉にあるように、目標を持つことは
新たな希望を育む力となります。親や教師にとって忙しい時でもありますが、一人ひとりの子どもの声に耳を傾
け、人生を豊かに生きる力を希望のうちに育んでいきましょう。
　学校でも春の行事や祈りを通じて、子どもたちが神様とのつながりを深める機会を持ち、家族や教職員が連携
して信仰を育むことで、子どもたちの心の中に希望と安心が生まれ、見守られている喜びの内に、新たな学びや
成長に自信を持って頑張っていけることを方向づけてあげましょう。
　春の訪れを迎えるこの季節、家庭と学校が一つになって、「愛はすべてを完成する絆です」（コロサイの信徒へ
の手紙 3章 14 節）の聖書の言葉のように、愛と信頼の絆の中で子どもたちを支え、子どもたちが春のように明
るく力強く成長していけるよう、皆様と共に祈り、互いに努めていきましょう。

　　

　



２月・３月の行事予定
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「
校
舎
や
み
ん
な
で
使
う
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
」

変更の際は、じんじんメールでご連絡いたしますので必ずご確認下さい。欠席連絡は、Googleフォームにて受付と
なっておりますので、ご協力お願いいたします。

　　　　　　
2月 1 日 ( 土 )　学習発表会（保護者向け）
  　　　3年生・6年生は家庭学習日
　　 12 日 ( 水 )　6 年生を送る会顔合わせ（通常授業内で行います）
　　 19 日 ( 水 )　6 年生を送る会（5・6校時に行います）
　　 22 日 ( 土 )　転入テスト ( 児童は家庭学習日 )
　　 25 日 ( 火 )　6 年生ミュージカル観劇（6年生は弁当持参）
　　 26 日 ( 水 )　小 5高 1交流会（5・6校時）
　　 28 日 ( 金 )　3 年生ズケランスクール交流会（来校）
　　　　　　　　詳細は後日お知らせします。
3月 5 日 ( 水 )　卒業感謝ミサ（6年生）・卒業式予行（5・６年生）
　　    7 日 ( 金 )　卒業式前日準備　( 午前授業・給食無し )　
　　　　　　　　※下校 12：00　スクールバス 12：30
  　　  ※ドライブスルーの時刻はメールでお知らせします。
　　　8日 ( 土 )　 卒業式（5・6年生及び家族）
　　　　　　　　※4年生以下は家庭学習日。
　　  11 日 ( 火 )　 3 年生ズケランスクール交流会（訪問）
　　　　　　　　詳細は後日お知らせします。
　　  12 日 ( 水 )  短縮授業（５校時まで）下校 14：50　スクールバス 15：45
　　　　　　　　ドライブスルーの時刻はメールでお知らせします。
　　  19 日 ( 水 )　修了式・大掃除　下校 12：00　スクールバス 12：00
　　　　　　　　ドライブスルーの時刻はメールでお知らせします。


